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2009 年度第 2 四半期（2009 年度上期）決算に関する主な質疑応答 

 

本資料には、将来の業績に関する記述が含まれています。こうした記述は、将来の業績を保証するものでは   

なく、リスクと不確実性を内包するものです。将来の業績は、経営環境に関する前提条件の変化等に伴い、  

予想対比変化する可能性があることにご留意ください。 

 

本日発表致しました平成 21 年度第 2 四半期（平成 21 年度上期）の業績等に関しま

して、皆様からお問い合わせの多いご質問への回答を、以下の通り掲載致します。 

なお、決算発表の概要につきましては、「記者発表」資料をご参照ください。 

www.smfg.co.jp/investor/financial/latest_statement/h2109press_pdf/h2109_3_01.pdf 

 

１．平成 21 年度上期実績関連 

Q1．SMBC 単体の与信関係費用が予想対比少なかった要因について教えてください。 

A1．平成 21 年度上期の SMBC 単体の与信関係費用は 1,569 億円と、5 月に公表した

上期予想対比で約 730 億円の減少となりました。 

これは、信用保証協会による緊急保証等をはじめとした政府の景気対策による

効果に加え、取引先に対するきめ細かい対応や、海外マーケットの状況改善等

により、劣化コストが抑制されたことが主な要因です。 

 

２．業績予想関連 

Q2. 平成 21 年度の SMBC 単体の業務純益（一般貸倒引当金繰入前）予想について、 

前年比の増減要因を教えてください。 

A2．平成 21 年度の SMBC 単体の業務純益（一般貸倒引当金繰入前）は、平成 20 年度

対比で約 700 億円減益の 7,500 億円を見込んでおります。 

このうち業務粗利益は 1 兆 4,450 億円と、平成 20 年度対比約 800 億円の減益を

見込んでおりますが、これは、昨年 10 月、12 月の政策金利引下げに伴う流動

性預金収益の減少に加えて、中国拠点の現地法人化、為替前提を 1ドル 90円と、

平成 20 年度決算の相場（平成 21 年 3 月末 1 ドル 98.23 円）対比円高に設定し

たこと等、経営環境や前提条件の変化に伴う影響が主因であります。それらの

影響を除いたマーケティング部門全体では、実質前年並みの水準確保を目指し

ております。 

一方、経費につきましては、業務推進経費の抑制・見直しや、経常的経費の 

削減など、経費コントロールを従来以上に徹底すること等により、前年比 

65 億円削減の 6,950 億円を見込んでおり、経費率（SMBC 単体）を引き続き 
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40％台にコントロールしてまいりたいと考えております。 

 

Q3. 平成 21 年度通期の SMBC 単体の当期純利益予想を上方修正している一方で、

SMFG 連結の当期純利益予想を据え置きとしている理由を教えてください。 

A3．SMBC 単体の平成 21 年度通期業績予想につきましては、与信関係費用が、平成

21 年度上期の実績を踏まえまして、5 月公表の業績予想対比 400 億円改善する

見込みであること等から、当期純利益は、5 月の業績予想対比 200 億円の改善

を見込んでおります。 

一方、SMFG 連結では当期純利益予想は据え置きとしておりますが、これは、 

5 月公表の業績予想対比、持分法適用関連会社でありますセディナが業績予想

を修正し、SMFG 持分で約 180 億円の減益としたことなどによるものです。 

 

Q4. 三洋電機株式売却の業績への影響を教えてください。 

A4．SMBC 単体では、売却益約 350 億円を、平成 21 年度第 3 四半期決算で計上する 

見込みです。SMFG 連結では、SMBC における売却益に加え、持分法適用関連会社

であります大和証券エスエムビーシーの 100％子会社である大和証券エスエム

ビーシープリンシパル・インベストメンツにおける売却益のうち、SMFG の持分

40％相当が寄与することから、SMFG 連結決算への影響額は、税引き後利益で 

600 億円程度を見込んでおります。 

 

３．その他 

Q5. 日興コーディアル証券との協働状況等について教えてください。 

A5．当社グループでは、10 月 1 日に日興コーディアル証券を SMBC の 100％子会社と

して迎え入れました。まず、リテール部門につきましては、預かり資産は堅調

に推移しており、特に、10 月 1 日から SMBC と日興コーディアル証券とで共通

して取扱いを開始いたしました投資信託につきましては、経済環境やお客さま

のニーズに合致した商品設計であったこともあり、大変ご好評をいただきまし

た。中でも、債券ファンドは、業界全体で今年度最大の設定額を記録するなど、

大変好調な滑り出しとなりました。 

ホールセール部門につきましても、債券・株式引受業務、債券トレーディング

業務ともに、順調に実績があがっており、十分な手ごたえを感じております。 
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Q6. 平成 21 年 9 月末時点の SMFG 連結のコア TierⅠ比率を教えてください。 

A6．コア TierⅠ資本の定義につきましては、国際的な合意がなされたものが現時点

ではありませんが、仮に、TierⅠ資本から優先株及び優先出資証券を控除した

ものをコア TierⅠと定義しますと、平成 21 年 9 月末の SMFG 連結の 

コア TierⅠ比率は 5.9％、更に繰延税金資産を全額控除した場合には、同 4.7％

となります。 

 

 


